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「チュオンチュオンプロジェクト」の展開について

「チュオンチュオン」はベトナム語で「とんぼ」のことを表します。とんぼの形をした竹製品は、古くからベトナムの地方で遊ばれてきたおもちゃで、頭を木の枝の先端などに置くと、頭の部分にある錘でうまくバランスを取り、あたかもとんぼが枝の先にとまっているかのように見えます。

作っているのは、ベトナムでも貧しい地域のひとつ、北部ハタイ県に住む身体障害者や孤児です。障害者には、ベトナム戦争中に散布された枯葉剤の被害者も含まれています。また孤児の中には、最近までストリートチルドレンだった子供もいます。

ハノイやホーチミンといった大都市の障害者や孤児団体に進出している海外の援助団体も、地方にまではその手が差し伸べられていません。彼らは屋根もない民家の軒下で作って、路上で販売しています。私たちは、竹という、ベトナムのどこにでも自生しすぐに生え戻る材料を使った、このどこか懐かしさを感じる玩具を日本の人たちに買っていただくことで、彼ら、彼女らが自立して生活するための支援を行いたいと考えています。
とんぼは長さ20㎝、幅15㎝。色は７色あります。おおまかに言うと、２００円のうちそれぞれ５０円ずつが、「製作したベトナムの障害者、孤児らへの賃金」「障害者や孤児らがとんぼなどを製作する作業所作り」「学校で勉強したいという孤児たちに贈る奨学金」「郵送費、チラシ代などとんぼ販売のための必要経費」に使われます。
プロジェクト推進にあたっては、駐日ベトナム社会主義共和国大使館 チュー・トアン・カップ特命全権大使と、長野県ベトナム交流協会からも協力をいただいています。

１つでも多くのとんぼを販売しベトナムの障害者と孤児の自立支援につなげるために、とんぼを購入していただける方と、チラシとともに店頭などに置いて販売に協力していただける店舗や企業を募ります。

　　NGO「マイニャーベトナム」　

  　　　　　　　　　　　　　　HP: www.mainhavietnam.org

E-mail : info@mainhavietnam.org
代表：　宮島洋子（長野県伊那市在住）

副代表：　ニェム・カム・ヴァン（長野県飯田市在住）

連絡先：　アジアンカフェ＆雑貨
「café dudu（カフェ・ドゥドゥ）」

　  　　　　　　　　　　　 　　〒3960021長野県伊那市伊那4861-1  
TEL&FAX 0265-78-5650
資料１）　障害者や孤児をめぐるベトナムの現状

長年にわたって戦争という悲劇が繰り返され、戦後のその後遺症に悩み続けているベトナムには現在、約700万人、人口の8-10％の障害者がいるとされる（WHO、2004年）。ベトナム政府では障害者施設の建設や職業訓練など様々な施策を実施しているが、いまだに多くの障害者が貧困の状況に置かれているのが現状です。

また障害を持っていたため、あるいはHIV感染が分かったために親に捨てられた孤児やストリートチルドレンの増加も、大きな社会的問題となっています。
近年では海外から投資増大でベトナム経済は順調に成長している一方、社会的弱者の置かれている状況は変わらず、発展から置き去りにされた形になっています。

資料２）「マイニャーベトナム」の設立経緯

　当会代表の宮島洋子は2000年９月から約１年間、ベトナムに滞在し、ベトナム語やベトナム料理を学んだ後、2006年１月に伊那市内にアジアンカフェ＆雑貨「café dudu」をオープンしました。

当会副代表のニェム・カム・ヴァンは日本人の男性会社員と結婚し、2000年より日本に住んでいます。大学では法律を学び、父母の離婚といった、子供を犯罪に向かわせる社会的要因について学んでことや、北ベトナム軍兵士だった母親の友人に戦争で傷害者となった人たちが多くいたこともあり、「故国で助けを必要としている人たちに手を差し伸べたい」と、2006年１月にホーチミン市でNGO「Heal The Pains」を設立。現地大学生らを中心に約15人で孤児院の慰問事業や孤児に奨学金を贈る活動を続けてきました。

　2人は2006年２月、宮島のオープンしたカフェをニェムが訪ねたことで知り合った。宮島はニェムがベトナムでＮＧＯ活動をしていることを、ニェムは宮島が「ベトナムに何か恩返しをしたい」と考えていることを知り、2007年３月、NGO「マイニャーベトナム」を設立しました。

「マイニャー＝Mainha」とは、ベトナム語で「家」を意味します。単に建物としての家ではなく、大きな屋根の下、日本人もベトナム人も障害者もそうでない人もいろんな人が集い、ともに助けあって、生きていく力を得ることのできる場所。そんな存在でありたいと考えています。
資料３）　「マイニャーベトナム」の活動
　☆　ベトナムの障害者や孤児支援

「ベトナムの障害者に仕事を、子供に教育を」という２つの目標を実現するため、「自立に向けて努力する障害者、孤児らのために仕事探しや、作業所作り」「義務教育（中学校まで）を終えた後も高校で勉強したいという孤児のための奨学金制度創設」を活動の中心とします。「チュオンチュオンプロジェクト」以外の活動として予定しているのは、
◎　とんぼ以外にも、刺繍や陶器など障害者や孤児らが製作するさまざまな製品を日本で紹介・販売する。そのためのインターネットショップをオープンする。

◎　長期的な計画として、障害者や孤児らの手による製品だけを扱うショップを、ベトナムのホーチミン市かハノイ市にオープンする。

　☆　広くベトナムと日本が相互理解を深めるための取り組み
◎　ボートピープルとして日本にたどり着き、そのまま定住しているベトナム人や、さまざまな立場で日本を訪問中のベトナム人から、話を聞くイベントの開催
◎　日本国内のベトナム人研修生と日本人の交流会
◎　ベトナム料理教室
　　◎　ベトナムの障害者や孤児の現状を視察する現地スタディツアーの実施

